
福

岡

座

禅

道

場

俳

句

会

十

一

月

句

会

結

果 
 

天 
み
ど
り
ご
の
い
よ
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よ
お
ね
む
毛
糸
帽
（
真
光
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三
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天  
吊
し
柿
吊
し
終
え
た
る
背
中
か
な
（
霊
峰
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三
点 

 
 

天 

古
里
の
夜
凍
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き
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満
天
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（
白
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三
点 
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新
し
き
仕
事
を
得
た
り
日
記
買
ふ
（
淨
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三
点 

天 

赤
づ
き
ん
か
む
り
し
地
蔵
面お

も

や
さ
し
（
宗
道
） 

 

三
点 

地 

天
平
の
鐘
青
さ
び
て
冬
紅
葉
（
宗
道
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二
点 

地 

師
が
詠
み
し
五
十
七
歩
を
辿
り
行
き
（
白
堂
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二
点 

地 

見
つ
む
る
や
上
手
か
ら
ぬ
子
の
寒
稽
古
（
真
光
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二
点 

地 

隠
寮
の
窓
焼
き
尽
く
す
夕
紅
葉
（
白
堂
） 

 
 
 
 
 
 

二
点 

地 

赤
黄
色
緑
織
り
な
す
銀
杏
か
な
（
大
塚
） 

 
 
 
 
 
 

二
点 

地 

七
五
三
ス
マ
ホ
で
届
く
晴
れ
姿
（
宗
道
） 

 
 
 
 
 
 

二
点 

地 

眠
さ
う
な
猫
を
尻
目
に
冬
支
度
（
霊
峰
） 

 
 
 
 
 
 

二
点 

 

1 

み
ど
り
ご
の
い
よ
い
よ
お
ね
む
毛
糸
帽
（
真
光
）
３ 

2 

公
園
に
人
ま
ば
ら
な
り
冬
さ
う
び
（
霊
峰
） 

3 

天
平
の
鐘
青
さ
び
て
冬
紅
葉
（
宗
道
）
２ 

4 

古
寺
の
老
僧
忙
し
冬
構
（
淨
淵
） 

5 

師
が
詠
み
し
五
十
七
歩
を
辿
り
行
き
（
白
堂
）
２ 

6 

吊
し
柿
吊
し
終
え
た
る
背
中
か
な
（
霊
峰
）
３ 

7 

見
つ
む
る
や
上
手
か
ら
ぬ
子
の
寒
稽
古
（
真
光
）
２ 

8 

石
畳
木
漏
れ
日
の
中
銀
杏
舞
う
（
大
塚
） 

9 

青
空
に
香
り
た
な
び
く
菊
花
展
（
無
傳
） 

10 

古
里
の
夜
凍
て
つ
き
て
満
天
星
（
白
堂
）
３ 

11 

古
里
は
冬
構
す
る
主
無
し
（
淨
淵
） 

12 

小
春
日
や
ゆ
ら
り
ゆ
ら
る
る
木
の
葉
か
げ
（
真
光
） 

13 

大
甕
の
陰
よ
り
覗
く
石
蕗
の
花
（
淨
淵
）
１ 

14 

苔
寺
の
床
ひ
ん
や
り
と
冬
紅
葉
（
宗
道
）
１ 

15 

レ
ジ
を
打
つ
留
学
の
子
や
冬
隣
（
霊
峰
） 

16 

隠
寮
の
窓
焼
き
尽
く
す
夕
紅
葉
（
白
堂
）
２ 

17 

赤
黄
色
緑
織
り
な
す
銀
杏
か
な
（
大
塚
）
２ 

18 

新
し
き
仕
事
を
得
た
り
日
記
買
ふ
（
淨
淵
）
３ 

19 

小
春
日
に
男
一
人
の
訃
報
聞
く
（
白
堂
）
１ 

20 

石
庭
は
小
さ
き
宇
宙
ふ
ゆ
紅
葉
（
宗
道
）
１ 

21 

連
山
も
こ
れ
は
と
ば
か
り
粧
う
か
（
無
傳
）
１ 

22 

七
五
三
ス
マ
ホ
で
届
く
晴
れ
姿
（
宗
道
）
２ 

23 

廃
窯
の
窯
の
窓
な
る
石
蕗
の
花
（
淨
淵
） 

24 

眠
さ
う
な
猫
を
尻
目
に
冬
支
度
（
霊
峰
）
２ 

25 

赤
づ
き
ん
か
む
り
し
地
蔵
面 お

も

や
さ
し
（
宗
道
）
３ 

26 

皿
多
き
夕
餉
嬉
し
や
秋
の
宵
（
霊
峰
）
１ 

 

※ 

次
回
投
句
締
切
日
は
、
十
二
月
十
四
日
（
日
）
で
す 


